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み
ん
な
の
図
書
館

　

皆
さ
ん
が
図
書
館
に
行
く
目
的
は
何
で
す

か
。
読
み
た
い
本
を
借
り
る
、
本
で
調
べ
も

の
を
す
る
、
静
か
な
場
所
で
本
を
読
む
、
本

か
ら
新
し
い
趣
味
を
探
す
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
知
識
や
情

報
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
言
葉
や
表
現
、
考

え
方
を
教
え
て
く
れ
る
本
。
本
館
と
五
つ
の

分
館
か
ら
成
る
市
立
図
書
館
は
、
本
の
大
切

さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
読
書
の
楽
し
さ
を
広

め
る
た
め
、
本
や
視
聴
覚
資
料
等
の
貸
出
し

を
は
じ
め
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、

学
習
支
援
、朗
読
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

合
計
約
三
十
七
万
冊
の
蔵
書
を
備
え
る
身
近

な
情
報
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

読
書
に
親
し
め
る　
　
　

　

環
境
づ
く
り

　

図
書
館
で
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

よ
り
多
く
の
方
が
読
書
に
親
し
め
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ど
の
館
で
も
本
の
貸
出
し
・
返
却
が
で
き

る
よ
う
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
て
の
館
に
整
備
す
る

と
と
も
に
、
図
書
館
に
な
か
な
か
足
を
運
べ

な
い
遠
方
の
方
も
本
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
、

月
一
回
、
市
内
の
五
十
三
か
所
へ
約
三
千
冊

の
本
を
積
ん
だ
自
動
車
文
庫「
や
ま
び
こ
号
」

を
運
行
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
年
代
の
方
か
ら

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
乳

【特集】― 鶴岡市立図書館 開館100周年 ―

図書館に行こう！

　大正４年、大宝館の一室で産声をあげた図書館。
11月10日に開館100周年を迎えます。
　今回の特集では、100年の歩みや現在の取り組み
を紹介するとともに、今年３月に策定した「鶴岡市
子ども読書活動推進計画」を取り上げます。
　　　　　　　◎問合せ　図書館本館☎25‐2525
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幼
児
向
け
の
館
内
お
は
な
し
会
や
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
図
書
館
見
学

や
中
学
生
・
高
校
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
入
れ
、
除
籍
本
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
蔵
書
の

検
索
・
本
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
、
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
利
用
者

の
要
望
に
応
じ
た
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
収
集

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
情
報
化
社
会
が
進
み
、
暮
ら
し
の

中
で
情
報
が
持
つ
価
値
が
更
に
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
拠
点
で
あ
る

図
書
館
に
は
、
本
の
貸
出
し
を
行
う
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
た
生
涯
学
習

施
設
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
読
書
の
実
態

　

読
書
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
も
図
書
館
の
重
要
な
役
割
の
一

つ
で
す
。
本
市
で
は
、平
成
二
十
五
年
度
に
、

子
供
の
読
書
嗜し
こ
う好
や
読
書
量
、
市
立
・
学
校

図
書
館
の
利
用
実
態
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
家

庭
で
の
読
書
環
境
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
の
小
学
二
年
・
五
年
生
、
中
学
二
年
生
、

高
校
二
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
お
よ
び
未
就

学
児
の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
本
を

読
む
の
が
好
き
か
」
の
問
い
に
「
好
き
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
好
き
」
と
答
え
た
子
供
が

約
七
割
と
な
る
一
方
で
、「
市
立
図
書
館
に

行
く
か
」
の
問
い
に
「
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
」

鶴岡市立図書館100年の歩み

４年11月
14年10月

３年９月
20年８月

　　 
　　９月
26年11月

34年11月
  45年

49年５月

51年６月
60年７月

  
 ２年５月
３年２月
11年４月

17年10月

20年１月

21年３月

22年３月

27年３月

大
正

昭
和

平
成

リードンヨンデール

大宝館内に鶴岡町立図書館を設置
大宝館北側に建設した独立館舎へ図書館機能を移転（写真①）

館外貸出し制度を開始
戦局の悪化に伴い夜間開館を中止。蔵書約2,000冊を東田川
郡大泉村（旧朝日村）上田沢地区の民家10戸に分散疎開
終戦に伴い疎開した蔵書が戻される
全館使用することとなった大宝館内へ図書館機能を再び移転

（写真②）
第１回上野甚作賞の短歌を募集
県立図書館で使用していた「やまなみ号」の払下げを受け、
自動車文庫として運行を開始
自動車文庫としてマイクロバス型の新車を購入。車名を公募
し「やまびこ号」とする
大宝館北側に隣接して「鶴岡市郷土資料館」が開館
現在地（市内家中新町）に新館が完成し、創立70周年式典
を挙行。24日に開館（写真③）

日曜日開館とする
コンピューターで管理する図書館システムを開始
郷土資料館の機能を図書館２階に移転し「郷土資料室」とす
る。これによって、大宝館北側の同資料館を休館
本市の合併に伴い、新たに鶴岡市立図書館（本館と５分館）
が発足

「郷土資料館」の建物を解体し、図書館２階の「郷土資料室」
を「郷土資料館」とする。これによって、本館は「鶴岡市立
図書館」と「鶴岡市郷土資料館」の併設となる
新「やまびこ号」の運行を開始（写真④）。絵本作家・土田
義晴氏の図書館イメージキャラクターの原画をラッピング
同キャラクターの名称を公募し、ライオンを「ヨンデール」、
オオカミを「リードン」と命名

「鶴岡市子ども読書活動推進計画」を策定

①

②

③

④



4

「
全
く
行
か
な
い
」
と
答
え
た
子
供
が
、
中

学
二
年
生
と
高
校
二
年
生
で
と
も
に
約
九
割

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
家
で
ど
の
く
ら

い
本
を
読
む
か
」
の
問
い
に
「
全
く
読
ま
な

い
」
と
答
え
た
子
供
の
割
合
は
、
中
学
二
年

生
で
約
二
割
、
高
校
二
年
生
で
は
約
三
割
に

達
し
ま
し
た
。
図
書
館
が
余
り
利
用
さ
れ
て

い
な
い
現
状
や
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

勉
強
や
部
活
動
な
ど
で
読
書
時
間
が
少
な
く

な
る
実
態
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動

　

推
進
計
画

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
市
で

は
、
今
年
三
月
に
「
鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
子
供
の
読
書
環
境
を
豊
か
に
す
る

た
め
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
が
果
た
す

役
割
や
読
書
活
動
に
関
す
る
数
値
目
標
等
を

定
め
ま
し
た
。
次
の
三
つ
を
基
本
的
方
針
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
社
会
全
体
の
連
携
・
協
力
…
子
供
が
読
書

に
親
し
め
る
よ
う
、
家
庭
、
保
育
園
・
幼
稚

園
、
学
校
、
地
域
等
が
連
携
・
協
力
し
て
子

供
の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す

◇
子
供
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提
供
と
環

境
の
整
備
・
充
実
…
子
供
が
読
書
の
楽
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
読
書
に
親
し
む
機
会

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
に
読
書
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
、
本
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
図
書
、
施
設
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

材
の
充
実
等
、
読
書
環
境
の
整
備
・
充
実
を

図
り
ま
す

◇
子
供
の
読
書
活
動
に
対
す
る
普
及
・
啓
発

鶴岡市子ども読書活動推進計画

■基本的方針

◇社会全体の連携・協力
◇子供が読書に親しむ機会の提供と環
　境の整備・充実
◇子供の読書活動に対する普及・啓発

■計画の対象と期間

◇対象…おおむね18歳までの子供
◇期間…平成27年度～31年度

■計画策定の趣旨

読書が育む力に対する意識を共有し、
全ての子供が、いつでもどこでも読書
に親しめるような環境を整える

■計画の数値目標
目標項目 現状（平成25年度） 目標（平成31年度）
市立図書館の児童図書蔵
書冊数（15歳以下の子
供一人当たり）

4.3冊 ７冊以上

市立図書館の児童図書年
間貸出し冊数（15歳以
下の子供一人当たり）

9.1冊 14冊以上

市立図書館の「学校協力
貸出」の年間貸出し冊数 4,991冊 7,000冊

朝読書、読み聞かせ等全
校一斉の読書活動を実施
している学校の割合

▷小学校…100％
▷中学校…100％
▷高　校…77.8％

▷小学校…100％
▷中学校…100％
▷高　校…100％

家で全く本を読まない児
童・生徒の割合

▷小学２年・５年生の
　平均…5.3％
▷中学２年生…19.9％
▷高校２年生…29.7％

▷小学２年・５年生の
　平均…０％
▷中学２年生…０％
▷高校２年生…０％

保育園、幼稚園と地域とのつながり
◎おはなしボランティアの養成・派遣
◎図書コーナーの充実
◎自動車文庫や団体貸出しの充実

■主な取り組み

図書サービス等の充実と
関係機関との連携

暮らしにとけこんだ
読書習慣づくり

地域

家庭 家庭と保育園、幼稚園とのつながり
◎絵本の読み聞かせ
◎絵本コーナーの設置
◎絵本だよりの発行

小・中学校、高校と地域とのつながり
◎団体貸出しの活用促進に向けた支援
◎学校図書館支援業務員の派遣
◎各種コンクールの実施

学校図書館の環境整備・利活
用促進、家庭・地域との連携

発達段階に応じた読み聞かせの
活動、絵本にふれる機会の増大

幼
稚
園

保
育
園

家庭と小・中学校、高校とのつながり
◎親子読書の推進
◎家庭への広報活動の推進
◎保護者ボランティアとの連携

保育園、幼稚園と小・中学校、高校とのつながり
◎絵本の読み聞かせ
◎読書週間での交流

鶴岡市子ども読書
活動推進計画

小
・
中
学
校

高
校

地域と家庭とのつながり
◎ブックスタート事業の実施
◎館内おはなし会の実施

情報共有

情報共有

情
報
共
有

情
報
共
有
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◆企画展示「松森胤保展」
□期間　11月15日○日 まで

◆歴史講演会「庄内藩江戸屋敷の世界」
□日時　11月15日○日 午後１時30分
□講師　岩淵令治氏（学習院女子大学教授）
　　　　金行信輔氏（都市史研究家）

◆佐藤茉莉子　絵本原画展
□期間　来年３月から

◆つちだよしはる絵本原画展＆ワークショップ

◇絵本原画展
□期間　11月20日○金 ～12月27日○日
◇つちだよしはる氏ワークショップ
□日時　①11月21日○土 午前10時、午後１時30分
　　　　②12月19日○土 午前10時
□対象　小学生以下各回先着25人
□内容　①バッグ作り　②リース作り
□費用　300円
□申込み　11月１日○日 から同館へ

◎会場の記載がないも
のは図書館本館が会場
◎各事業の詳細は、図
書館本館☎25‐2525
にお問い合わせくださ
い。図書館HP等でも随
時お知らせします

～図書館開館100周年記念事業～
〈これからの予定〉

図書館本館・分館の利用案内
図書館 住所（市内）・連絡先 利用時間

本館 家中新町14‐７
☎25‐2525

午前９時30分～午後７時（12月～２月は午後６
時まで。土曜・日曜日、祝日は午後５時まで）

藤島分館
（東田川文化記念館内）

藤島字山ノ前99
☎64‐2537 午前９時～午後５時

羽黒分館
（羽黒コミュニティセンター内）

羽黒町荒川字谷地堰28
☎62‐4627

午前９時～午後６時（土曜・日曜日、祝日は午
後５時まで）

櫛引分館
（櫛引情報センター内）

上山添字文栄60
☎57‐5681

午前９時～午後６時（土曜・日曜日、祝日は午
後５時まで）

朝日分館
（朝日中央コミュニティセンター内）

下名川字落合220
☎53‐2111

午前９時～午後７時（土曜・日曜日、祝日は午
後５時まで）

温海分館
（温海ふれあいセンター内）

温海戊577‐1
☎43‐4411 午前９時～午後５時

※休館日…年末年始。本館、藤島・櫛引・朝日分館は月曜日（祝日のときは火曜日〈藤島分館を除く〉）。

…
大
人
自
身
が
読
書
活
動
に
理
解
と
関
心
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

と
と
も
に
、
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
に
向

け
た
社
会
的
な
機
運
が
高
ま
る
よ
う
、
理
解

啓
発
・
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す

　

乳
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
、
学
校
で
の

集
団
読
書
な
ど
の
体
験
は
、
子
供
の
読
書
習

慣
の
形
成
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
供
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
読

書
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
図

書
館
で
は
特
に
中
学
生
や
高
校
生
向
け
の
図

書
資
料
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
来
館
を
促
し

た
り
、
同
計
画
推
進
の
た
め
に
関
係
機
関
や

団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
情
報
を
共
有
し
た

り
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の

拠
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
図
書
館
を

　

目
指
し
て
　

　

開
館
百
周
年
を
迎
え
た
図
書
館
。
今
ま
で

も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
来
館
者
一
人
ひ
と

り
が
本
と
の
豊
か
な
出
会
い
を
経
験
で
き
る

よ
う
、
図
書
館
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
開
館
百
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
記
念
式
典
・
講
演
会
を
行
っ

た
ほ
か
、
企
画
展
示
や
文
学
イ
ベ
ン
ト
、
絵

本
作
家
の
原
画
展
や
子
供
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座

な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
役
立
つ
情
報
や
お

気
に
入
り
の
一
冊
が
見
付
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

□期間　来年１月～３月

　 鶴岡市合併・市制施行10周年記念事業 
　企画展示「『新編庄内史年表』発刊記念展」◆

□日時　来年３月19日○土 午後２時30分、20日○日 午前10時
□講師　張替恵子氏（東京子ども図書館理事長）

　 「鶴岡市子ども読書活動推進計画」策定記念 
　読み聞かせボランティア養成講座◆

□日時　11月11日○水 午後６時30分
□会場　中央公民館
□講師　佐藤賢一氏（作家）
　　　　池上冬樹氏（文芸評論家）

◆　 文学イベント 
　佐藤賢一氏・池上冬樹氏トークショー


